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平
成
二
十
八
年
度

生
駒
市
自
治
連
合
会
全
体
集
会
を
開
催

　

平
成
二
十
八
年
度
生
駒
市
自
治

連
合
会
全
体
集
会
を
五
月
二
十
九

日
、
小
紫
雅
史
市
長
、
桑
原
義
隆

市
議
会
副
議
長
を
来
賓
に
迎
え
、

生
駒
市
役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

藤
堂
宏
子
自
治
連
合
会
長
の
あ

い
さ
つ
で
幕
を
開
け
、
続
い
て
多

年
に
わ
た
り
自
治
組
織
の
発
展
と

市
民
福
祉
の
向
上
に
自
治
会
長
と

し
て
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
小
紫
市

長
か
ら
市
表
彰
状
が
、
藤
堂
会
長

か
ら
連
合
会
表
彰
状
・
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
来
賓
か
ら
ご
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
後
、
平
成
二
十
八

年
度
の
自
治
連
合
会
役
員
の
紹

介
を
は
じ
め
、
平
成
二
十
七
年
度

の
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
、
平
成

二
十
八
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び

予
算
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

全
体
集
会
終
了
後
は
各
地
区

連
合
会
ご
と
に
、
自
治
連
合
会
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「
地
域
力
の
向
上

に
向
け
て
」
に
つ
い
て
具
体
的
な

話
し
合
い
や
、
今
年
度
の
県
外
研

修
の
内
容
、
総
合
防
災
訓
練
開
催

に
向
け
、
各
地
区
ご
と
に
ど
の
よ

う
な
取
組
を
行
っ
て
い
く
の
か
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

◎
連
合
会
感
謝
状

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

前　

秋
津
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
張　

祐
治

前　

上
町
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

池
田　

幸
册

前　

桜
台
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

清
美

前　

メ
ゾ
ン
ド
ー
ル
ク
ラ
ヴ
ィ
エ

　
　

生
駒
自
治
会
長　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

石
田 

和
治

元　

俵
口
町
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

井
山　

豊
樹

前　

藤
尾
町
自
治
会
長　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

桒
原　

光
信

前　

東
生
駒
南
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

小
林 

晟
甫

前　

山
崎
新
町
自
治
会
長　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

巽　

恒
雄

前　

松
美
台
西
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口　

陽
二

前　

萩
の
台
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

辻
本　

正
博

前　

谷
田
町
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

中
谷　

義
文

前　

ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン

　
　

俵
口
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

長
岡　

均
一

前　

白
庭
台
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

生
川　

哲

前　

獅
子
ヶ
丘
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

野
宮　

武
俊

前　

西
松
ヶ
丘
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

福
田　

清
治

前　

小
瀬
の
里
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

森　

和
彦

前　

辻
町
阪
奈
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

山
川　

善
久

前　

西
畑
町
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

義
美

前　

元
町
２
丁
目
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

昌
夫

前　

喜
里
池
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

登
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「
こ
の
ま
ち
が
好
き
、
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
思
い
で
、
平
成
四
年
四
月

に
生
駒
市
消
防
団
に
入
団
し
、
今

年
で
二
十
五
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　

生
駒
市
の
消
防
は
、
常
備
消
防

で
あ
る
消
防
本
部
と
消
防
署
、
非

常
備
消
防
と
し
て
消
防
団
の
二

つ
の
組
織
が
あ
り
、
生
駒
市
消

防
団
は
四
つ
の
機
動
分
団
と
女

性
広
報
指
導
分
団
で
構
成
さ
れ
、

百
九
十
三
名
の
団
員
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
日
常
は
自
分
の

仕
事
に
従
事
し
な
が
ら
、
火
災
発

生
時
に
は
自
宅
や
職
場
か
ら
火
災

現
場
に
駆
け
つ
け
、
消
防
職
員
と

協
力
し
て
消
火
活
動
を
行
う
だ
け

で
な
く
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

よ
る
風
水
害
時
に
も
警
戒
・
水
防

活
動
等
を
行
い
ま
す
。

　

私
が
所
属
す
る
機
動
第
三
分
団

は
四
十
名
の
団
員
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
普
段
の
休
日
や
夜
間
に
は

小
瀬
町
の
消
防
団
施
設
に
集
ま

り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

消
防
車
両
や
資
材
の
点
検
、
管
轄

区
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
放
水
訓
練

な
ど
を
は
じ
め
、
自
主
防
災
会
な

ど
が
行
う
訓
練
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
消
防
団
員
の

技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、
二
年

に
一
度
開
催
さ
れ
る
生
駒
市
消
防

操
法
大
会
が
あ
り
、
全
分
団
員
が

協
力
し
て
五
月
か
ら
約
二
ヶ
月
に

及
ぶ
夜
間
訓
練
を
行
い
、
七
月
三

日
に
開
催
さ
れ
た
大
会
で
は
、
分

団
員
が
一
致
団
結
し
て
日
頃
の
訓

練
の
成
果
を
余
す
こ
と
な
く
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
消
防
団
員
と
し
て
、
理

解
し
て
く
れ
る
家
族
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
地

域
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
い
つ
ま
で
も
「
生
駒
市
が
好

き
！
」
と
思
え
る
よ
う
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

生
駒
市
の
消
防
団
シ
リ
ー
ズ
２

市の行政組織改編に伴い、市役所の配置が４月から変更されています。

•環境保全課（旧環境事業課の業務と自治会清掃・公害・ペットなどに関する業務を担当）
•防災安全課（防災や市民の安全に関する業務を担当）
•みどり公園課（緑化推進・景観、都市公園などに関する業務を担当）

防犯に関することや法律相談をしたいとき
ごみの収集（集積場所、カラスネット等）、集団資源
回収補助、し尿の収集、防犯灯に関すること
一時多量ごみ（引っ越しごみ等）の持込みに関すること
太陽光発電普及促進事業補助金等に関すること、ト
イレットペーパーいこま紙の購入
市道・橋・河川の維持管理に関すること

業務内容 担当課 場　所
防災安全課

環境保全課

清掃リレーセンター

環境モデル都市推進課

管理課

市役所3Ｆ 37

市役所2Ｆ 21

東生駒1丁目583番地

市役所2Ｆ 22

市役所2Ｆ 26

〈よくあるお問い合せ〉

〈主なもの〉

生
駒
市
消
防
団
機
動
第
三
分
団
長
　
岡
村
　
昌
雄

生
駒
市
が
好
き
！

生
駒
市
を
守
り
た
い
！
と
い
う
思
い
で
…
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ゆとりを楽しむ大人のために…

県
外
視
察
研
修

　

平
成
二
十
八
年
六
月

二
十
四
、二
十
五
日
の
行
程
で
、

各
自
治
会
長
二
十
二
名
と
生
駒
市

環
境
保
全
課
職
員
が
、
環
境
問
題

に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
長

野
県
飯
田
市
を
訪
問
し
、
地
域
環

境
権
条
例
の
説
明
を
受
け
た
の
ち

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

飯
田
市
は
長
野
県
の
最
南
端

に
位
置
す
る
市
で
、
県
内
で
は
四

番
目
に
大
き
な
市
で
す
。
江
戸
時

代
は
飯
田
藩
の
城
下
町
と
し
て
栄

え
、
現
在
は
、
り
ん
ご
並
木
、
人

形
劇
の
街
と
し
て
知
ら
れ
、
環
境

モ
デ
ル
都
市
に
認
定
さ
れ
、
お
ひ

さ
ま
と
も
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地

産
地
消
の
グ
リ
ー
ン
電
力
と
し
て

利
用
し
た
先
進
的
な
取
組
を
、
市

内
や
全
国
に
発
信
さ
れ
て
い
ま

す
。（
グ
リ
ー
ン
電
力
と
は
、
風

力
、
太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ
ス
（
生

物
資
源
）
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
り
発
電
さ
れ
た
電
力
の

こ
と
で
す
。）
生
駒
市
と
災
害
支

援
協
定
を
締
結
し
、
災
害
時
な

ど
、
支
援
が
必
要
と
な
っ
た
と
き

は
相
互
に
協
力
す
る
こ
と
と
な
っ

　

富
山
市
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ら

と
こ
」
の
施
設
訪
問
と
、
上
越
市

の
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
」
の
取
組
に
つ
い
て
研

修
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ら
と
こ
」
の

代
表
野
入
美
津
恵
氏
は
、
四
十
半

ば
で
癌
に
侵
さ
れ
一
命
を
と
り
と

め
ら
れ
ま
し
た
。
授
か
っ
た
残
り

の
人
生
を
、
地
域
の
た
め
・
人
の

た
め
に
と
、
確
固
た
る
信
念
の
も

と
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
「
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
と

よ
ば
れ
る
、「
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お

年
寄
り
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
誰
で
も
一
緒
に
身
近
な

地
域
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
、
住
宅
を
改
装
し
た
日
帰
り

通
所
介
護
」
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
や
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム

等
の
施
設
を
運
営
し
、
新
し
い
家

庭
的
な
福
祉
事
業
所
を
目
指
し
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

野
入
氏
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
た
る

や
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
く
、
介

護
の
た
め
に
、
六
十
歳
を
過
ぎ
て

看
護
学
校
に
行
か
れ
る
な
ど
、
全

て
が
利
用
者
の
目
線
で
行
動
さ

れ
て
い
ま
す
。
裏
を
返
せ
ば
、
自

己
犠
牲
の
も
と
に
成
り
立
つ
行

て
い
ま
す
。

　

郊
外
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
、
畜

産
農
家
か
ら
出
る
家
畜
排
泄
物
、

市
街
地
の
家
庭
生
ご
み
、
き
の
こ

栽
培
か
ら
出
る
廃
培
地
を
原
料
に

し
た
リ
サ
イ
ク
ル
堆
肥
の
生
産
施

設
で
し
た
。
雨
が
降
っ
て
い
た
の

で
悪
臭
が
強
か
っ
た
で
す
。

　

翌
日
の
国
土
交
通
省
天
竜
川

上
流
河
川
砂
防
情
報
セ
ン
タ
ー
で

の
研
修
で
は
、
雨
の
た
め
十
分
な

研
修
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
セ
ン
タ
ー
併
設
の
降
雨
体
験

車
あ
め
太
郎
で
豪
雨
体
験
を
行
う

な
ど
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
環
境
と
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
太
陽
光

発
電
設
備
設
置
事
業
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
研

修
成
果
を
学
び
、
自
治
会
活
動
を

通
じ
て
ご
み
減
量
化
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
次
回
の
研

修
は
、
全
員
参
加
の
実
現
を
願
っ

て
い
ま
す
。

動
力
。
し
か
し
、
彼
女
に
そ
ん
な

思
い
は
、
微
塵
も
感
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
利
用
者
の
幸
せ
そ
う
な
表
情

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

上
越
市
の
「
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
」
の
取
組

は
、
保
険
給
付
費
の
高
騰
に
よ
る

財
政
の
圧
迫
に
危
機
感
を
覚
え
、

全
国
に
先
駆
け
て
取
組
ん
だ
事
業

モ
デ
ル
で
す
。
保
険
給
付
費
高
騰

の
実
態
を
分
析
し
、
市
内
二
十
八

地
区
の
自
治
区
単
位
で
、
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
自
治
区
の
特
性
に
合
致
し
た

介
護
予
防
事
業
を
展
開
。
高
齢
者

の
居
場
所
・
生
き
が
い
つ
く
り
等

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
人
と
人
の

心
が
通
じ
合
い
、
人
が
人
を
助
け

合
う
こ
と
で
、
地
域
住
民
が
快
適

に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
、「
高

齢
化
社
会
の
在
る
べ
き
姿
」
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

南
地
区
自
治
連
合
会

中
地
区
自
治
連
合
会

　
萩
原
町
自
治
会
長
　岡
村
　
昇

　
門
前
町
自
治
会
長山

本
　
茂
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現
在
会
員
数
は
千
九
百
二
十 

五
人
、
人
口
は
五
千
六
百
五
十
四

人
で
高
齢
者
は
約
十
七
％
で
す
。

　

自
治
会
の
諮
問
機
関
と
し
て
、

平
成
十
一
年
に
「
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
」
が
発
足
し
、
平
成
十
五
年

「
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
」
の

発
足
で
、
生
駒
市
、
自
治
会
（
委

員
会
）、
開
発
事
業
の
三
者
一
体

で
街
づ
く
り
に
つ
い
て
合
意
し
ま

し
た
。
平
成
十
七
年
に
は
法
人

格
（
認
可
地
縁
団
体
）
を
取
得

し
、
住
み
よ
い
住
宅
街
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
児
童
の
下
校
時

に
お
け
る
見
守
り
活
動
や
、
年
末

に
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を

し
て
い
ま
し
た
。
ど
の
自
治
会
も

同
じ
問
題
を
お
持
ち
だ
と
思
い
ま

す
が
、
高
齢
化
が
進
み
積
極
的
に

防
犯
活
動
に
参
加
す
る
人
は
限
ら

れ
、
空
き
巣
警
戒
に
重
点
を
置

い
た
パ
ト
ロ
ー
ル
を
充
実
す
る
た

め
に
、
少
し
で
も
地
域
住
民
の
方

に
、
積
極
的
に
防
犯
活
動
に
参
加

し
て
も
ら
お
う
と
、
二
十
五
年
度

か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
絆
運
動
に
参
加

し
、
地
域
住
民
に
声
掛
け
運
動
を

呼
び
か
け
犯
罪
防
止
意
識
の
高
揚

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

三
年
前
か
ら
、
犯
罪
を
抑
止

す
る
た
め
、
町
内
に
十
五
台
の
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
よ
う
と
運
動

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
住
民
の
中

に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
と
予

算
、
維
持
費
等
で
反
対
さ
れ
る
方

も
い
ま
し
た
が
、
何
度
も
自
治
会

と
し
て
「
地
域
の
安
全
は
地
域
で

守
る
」
と
い
う
信
念
で
、
街
頭
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
重
要
性
・

必
要
性
を
訴
え
、「
臨
時
総
会
」

で
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
地
域
住
民

に
説
明
し
、
よ
う
や
く
十
一
月
、

賛
成
九
十
二
％
で
承
認
さ
れ
、
と

ん
と
ん
拍
子
に
進
み
、
二
月
に
は

十
七
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ

れ
、
四
月
一
日
か
ら
本
格
的
に
防

犯
カ
メ
ラ
が
作
動
し
ま
し
た
。
そ

の
時
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の

「
の
ぼ
り
旗
」
も
取
付
け
ま
し
た

の
で
、
防
犯
に
対
す
る
抑
止
力
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
に
よ
る

「
積
極
的
な
声
か
け
運
動
」
を
行

い
、
住
民
が
住
み
や
す
く
、
犯
罪

の
被
害
に
遭
い
に
く
い
街
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

白
庭
台
自
治
会
の
防
犯
活
動

白
庭
台
自
治
会
長

増
田
　
進

生
駒
市
自
治
連
合
会
防
災
部
会

　

こ
れ
ま
で
の
市
の
総
合
防
災
訓

練
は
、
市
内
自
治
会
長
が
招
待
さ

れ
、
グ
ラ
ン
ド
の
観
覧
席
で
関
係

機
関
の
防
災
訓
練
を
見
学
す
る
だ

け
の
も
の
で
し
た
。

　

各
地
の
大
規
模
災
害
で
救
助

の
困
難
な
問
題
が
明
ら
か
に
な
る

に
つ
れ
、
見
学
す
る
だ
け
の
訓
練

は
や
め
、
大
規
模
災
害
を
想
定
し

て
、
自
治
会
も
一
斉
に
動
く
防
災

訓
練
を
行
お
う
と
四
年
前
に
初
め

て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

前
回
は
、
防
災
無
線
を
一
斉
に

使
う
と
い
う
事
に
な
り
、
混
信
を

防
ぐ
問
題
、
旧
式
無
線
機
で
本
当

に
市
内
各
所
か
ら
電
波
が
届
く
の

か
と
い
う
事
が
問
題
に
な
り
ま
し

た
（
現
在
は
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
機
の
導

入
で
解
決
し
て
い
ま
す
）。

　

大
規
模
災
害
で
は
、
予
定
し
て

い
た
対
策
が
机
上
の
計
算
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
災
害
直
後
や
復
興

期
間
の
活
動
に
、
私
た
ち
地
域
団

体
の
共
同
や
、
情
報
の
共
有
が
大

切
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
十
二
月
四
日
（
日
）

に
、
生
駒
南
第
二
小
学
校
を
メ
イ

ン
会
場
に
総
合
防
災
訓
練
の
開
催

が
予
定
さ
れ
、
各
自
治
会
や
地
区

連
合
会
が
市
内
各
所
で
連
携
し
た

訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
こ

の
よ
う
な
防
災
の
問
題
を
、
部
会

を
設
け
て
論
議
し
て
い
ま
す
。

　

東
南
海
地
震
等
で
は
生
駒
市
内

の
被
害
が
小
さ
く
と
も
、
通
勤
・

通
学
途
中
の
連
絡
、
周
辺
主
要
道

路
の
寸
断
に
よ
る
市
内
消
費
流
通

へ
の
打
撃
、
上
下
水
道
、
電
気
の

不
通
な
ど
生
活
困
難
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
の
総
合
防
災
訓
練

参
加
が
、
家
庭
で
出
来
る
対
策
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

み
ん
な
で
行
う
総
合
防
災
訓
練
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こ
の
四
月
か
ら
自
治
会
長
を
拝

命
し
、
五
カ
月
余
。
こ
れ
ま
で
、

地
域
の
活
動
は
妻
任
せ
で
不
熱

心
で
し
た
の
で
、
日
常
生
活
へ
の

行
政
の
関
わ
り
、
ま
た
、
行
政
の

活
動
へ
の
自
治
会
の
関
わ
り
等
新

鮮
な
驚
き
と
共
に
、
知
ら
な
い
こ

と
だ
ら
け
で
、
周
囲
の
助
け
を
得

て
、
何
と
か
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き

た
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

　

中
で
も
驚
い
た
の
が
活
発
な

防
災
活
動
で
す
。
当
自
治
会
で

は
、
平
成
二
十
五
年
度
に
自
治
会

内
の
独
立
組
織
と
し
て
「
自
主
防

災
会
」
を
立
ち
上
げ
、
以
来
、
日

常
的
に
防
災
訓
練
や
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
六
月
十
二
日
に
は
、
会

主
催
で
自
治
会
役
員
、
班
長
外
総

勢
十
九
名
で
、
奈
良
市
防
災
セ
ン

タ
ー
へ
防
災
研
修
に
出
向
き
ま
し

た
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
消
火

や
煙
避
難
の
外
、
風
速
20
ｍ
や

震
度
７
の
強
烈
さ
を
体
感
し
、
い

ざ
と
い
う
時
、
い
か
に
身
を
守
る

か
、
日
頃
の
備
え
が
い
か
に
大
切

か
等
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
い
う
活
動
を
通
し
て
、
防
災

意
識
の
高
揚
と
技
能
の
向
上
が

図
ら
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
は
、
四
年
に
一
度
の
市

の
総
合
防
災
訓
練
が
十
二
月
四
日

（
日
）
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
訓
練
に
西
地
区
俵
口
小

校
区
八
自
治
会
の
防
災
委
員
と

し
て
参
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

何
も
分
か
ら
な
い
中
、
先
輩
諸

氏
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
日
本

赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
や
、
俵
口

小
学
校
と
の
打
合
せ
等
、
既
に
活

動
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
カ
レ
ー
の
炊
き
出

し
、
釜
戸
の
火
お
こ
し
、
土
嚢
作

り
、
テ
ン
ト
張
り
、
毛
布
・
三
角

巾
で
の
救
急
法
、
消
火
訓
練
等
、

多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん

が
参
加
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

「
防
災
活
動
、防
災
訓
練

に
寄
せ
て
」

南
喜
里
が
丘
自
治
会
長

坂
本
　
公
則

月
見
町
自
主
防
災
活
動

に
つ
い
て

東
生
駒
月
見
町
自
主
防
災
会
長

　
吉
川
　
公
祥

　

三
十
年
以
内
に
震
災
が
起
こ
り

う
る
と
言
わ
れ
て
い
る
今
日
こ
の

頃
、
災
害
に
備
え
た
住
民
同
士
の

協
力
が
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

月
見
町
自
主
防
災
会
も
地
震
な
ど

の
災
害
発
生
時
に
備
え
、
近
隣

「
五
人
組
」
の
取
り
組
み
を
考
え
、

早
や
七
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
五

人
組
は
、
自
治
会
の
草
刈
り
時

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
住
人
数
や
健

康
状
態
等
の
情
報
を
交
換
し
、
災

害
時
に
安
否
確
認
を
し
て
素
早
く

非
難
出
来
る
目
的
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
近
隣
の
方
と
の
交

流
と
、
災
害
に
対
す
る
認
識
を
深

め
る
た
め
に
、
毎
年
四
月
の
第
一

日
曜
日
に
「
桜
ま
つ
り
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
桜
ま
つ
り
は
、
小
紫
市

長
を
は
じ
め
各
団
体
の
方
々
に
ご

臨
席
を
賜
り
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
当
日
は
、
避
難
場
所

で
あ
る
東
小
学
校
ま
で
の
経
路
を

歩
行
し
、
危
険
個
所
や
注
意
点
を

指
示
し
ま
し
た
。

　

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
消
火
訓

練
で
は
、
市
長
に
も
参
加
し
て
頂

き
意
義
あ
る
消
火
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
炊
き
出
し
の
豚
汁

と
ア
ル
フ
ァ
ー
米
五
目
御
飯
の
お

に
ぎ
り
を
、
満
開
の
桜
の
下
で
美

味
し
く
頂
き
ま
し
た
。
近
隣
の
方

と
の
会
話
に
も
花
が
咲
き
、
時

間
の
経
つ
の
も
忘
れ
た
一
時
で
し

た
。
皆
様
の
お
陰
で
今
年
の
桜
ま

つ
り
は
、
例
年
に
増
し
て
大
盛
況

で
あ
っ
た
と
、
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
生
駒
市
総
合
防
災
訓
練
が

十
二
月
四
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
東
地

区
で
は
東
小
学
校
、
緑
ヶ
丘
中
学

校
を
会
場
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任

者
の
も
と
で
地
域
の
ご
協
力
も
得

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
月
見
町
自
主

防
災
会
も
炊
き
出
し
を
担
当
し
ま

す
。

　

い
ろ
ん
な
事
を
経
験
し
、
何
時

災
害
が
起
こ
っ
て
も
、
自
分
達
の

町
は
自
分
達
で
守
る
、
そ
ん
な
防

災
会
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。
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ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
の
夏
祭
り

は
、
昭
和
五
十
二
年
ア
ー
バ
ン
に

入
居
が
始
ま
っ
た
二
年
後
、
新
し

く
引
っ
越
し
て
き
た
、
小
さ
な
子

ど
も
を
持
つ
当
時
三
・
四
十
代
の

親
を
中
心
に
、
育
っ
て
い
く
子
供

た
ち
が
故
郷
と
言
え
る
思
い
出
を

作
ろ
う
と
話
が
ま
と
ま
り
始
ま
り

ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
や
ぐ
ら
は
工
事
現
場

の
足
場
丸
太
を
貰
い
、
つ
い
で
に

組
み
立
て
て
も
ら
い
な
が
ら
番
線

の
締
め
方
を
学
び
ま
し
た
。
金
魚

す
く
い
の
プ
ー
ル
も
、
大
阪
の
友

達
に
借
り
に
行
き
ま
し
た
。
や
っ

ぱ
り
祭
り
は
盆
踊
り
の
音
頭
が

無
け
れ
ば
と
、
お
金
が
無
い
の
で

テ
ー
プ
が
流
さ
れ
、
楽
し
く
社
中

の
方
に
踊
り
の
輪
を
作
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

踊
り
に
加
わ
る
住
民
の
方
は
ほ
と

ん
ど
い
ま
せ
ん
。
大
人
は
、
輪
投

げ
、
あ
て
も
の
、
綿
菓
子
、
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
焼
き
肉
、

焼
き
そ
ば
、
お
で
ん
・
缶
ビ
ー
ル

等
の
メ
ニ
ュ
ー
の
夜
店
を
手
伝
っ

て
も
ら
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
踊
り
の
輪
が
広
が
っ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

萩
の
台
住
宅
地
自
治
会
で
は
、

平
成
十
九
年
度
に
自
主
防
災
会

が
発
足
し
、
自
主
防
災
訓
練
な
ど

の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
平
成

二
十
六
年
度
に
は
市
の
援
助
も
あ

り
、
防
災
備
品
の
拡
充
も
図
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
会
で
は
、
ハ
ー
ド
面

の
充
実
も
大
切
で
す
が
、
ソ
フ
ト

面
の
充
実
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
、
平
成
二
十
五
年
度
よ
り

奈
良
県
防
犯
・
防
災
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
に
参
加
し
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
日
本
防
災
機
構
の
認
証
を

受
け
た
「
防
災
士
」
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

防
災
士
の
受
験
資
格
を
得
る
た

め
に
は
、
県
の
研
修
会
の
三
日
間

（
終
日
）
の
研
修
に
加
え
、
普
通

　

自
助
（
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
）
共
助
（
地
域
・
職
場
で
助
け
合

い
、
被
害
拡
大
を
防
ぐ
）
協
働
（
市
民
、
企
業
、
自
治
体
、
防
災
機
関

等
が
協
力
し
て
活
動
す
る
）
を
原
則
と
し
て
、
社
会
の
様
々
な
場
で
防

災
力
を
高
め
る
活
動
が
期
待
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
十
分
な
意
識
と
一
定

の
知
識
・
技
能
を
修
得
し
た
こ
と
を
、
日
本
防
災
士
機
構
が
認
証
し
た

人
で
す
。

　

大
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
消
防
、
自
衛
隊
等
の
公
機
関
が
機
能
を

発
揮
す
る
ま
で
の
間
、
地
域
や
職
場
に
お
い
て
人
々
の
生
命
や
財
産
に

関
わ
る
被
害
が
少
し
で
も
軽
減
さ
れ
る
よ
う
、
被
災
現
場
で
実
際
の
役

に
立
つ
活
動
を
行
う
こ
と
が
大
き
な
役
割
と
な
り
ま
す
。

救
命
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
受
験
し
て
み
よ
う
と
い
う

人
材
を
探
す
こ
と
も
な
か
な
か
困

難
で
す
が
、
そ
れ
に
加
え
、
東
日

本
大
震
災
後
は
受
講
希
望
者
が
増

え
、
全
員
が
受
け
入
れ
て
も
ら
え

な
い
状
況
と
な
り
折
角
の
エ
ン
ト

リ
ー
が
フ
イ
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
三
年
間
で
五
名
の
防
災
士

が
誕
生
し
ま
し
た
。
避
難
所
で
の

生
活
が
始
ま
る
と
、
女
性
や
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
配
慮
に
問
題
が

起
こ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
女

性
の
防
災
士
が
三
名
も
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、

資
格
取
得
後
も
、
奈
良
県
社
会
福

祉
協
議
会
の
開
催
す
る
講
習
会
に

参
加
す
る
な
ど
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
以
降
も
人
材
の
育
成
に

努
め
、
防
災
士
総
勢
十
名
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す

萩
の
台
住
宅
地
自
主
防
災
会
　

山
下
　
博
史

辻
町
ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
自
治
会
長

　
森
岡
　
文
夫

防
災
士
と
は

　

何
も
な
い
中
で
始
め
た
有
志
の

夏
祭
り
も
自
治
会
の
主
催
で
、
は

じ
め
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
な
が

ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
理

事
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、
有

志
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
中
心

に
、
三
十
七
年
続
け
て
き
ま
し

た
。
若
い
人
た
ち
も
や
ぐ
ら
づ
く

り
な
ど
の
準
備
に
参
加
し
て
く
れ

る
事
、
小
さ
い
こ
ろ
を
思
い
出
し

て
、
中
高
生
が
ゆ
か
た
を
着
て
夜

店
を
覗
い
て
く
れ
た
り
す
る
と
、

続
け
て
良
か
っ
た
と
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

土曜日の子ども花火大会模様
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往馬大社火祭り
10月8日(土)宵宮 10月9日(日)本祭

〒630-0222 生駒市壱分町1527-1

往馬大社火祭り保存会
TEL0743－77－8001 FAX0743－76－0407

　

東
日
本
大
震
災
後
に
生

駒
市
民
の
防
災
意
識
が
高

ま
り
、
各
自
治
会
に
お
い

て
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
十
二
月
四
日
に

生
駒
市
、
自
治
連
合
会
主

催
の
総
合
防
災
訓
練
が
生

駒
市
立
生
駒
南
第
二
小
学

校
で
行
わ
れ
ま
す
。
市
民

一
人
で
も
多
く
参
加
し
、
災
害
が

起
こ
っ
た
時
の
行
動
等
を
身
に
つ

け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

編
集
委
員
長

　

辻
町
ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
自
治
会
長　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
岡　

文
夫

編
集
委
員

　

上
町
自
治
会
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
澤　

利
嗣

　

喜
里
が
丘
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

英
孝

　

東
生
駒
月
見
町
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
野　

秀
男

　

萩
の
台
住
宅
地
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

博
史

　

自
治
会
サ
ー
ク
ル
五
十
サ
ー
ク

ル
の
活
動
発
表
の
場
を
提
供
し
よ

う
と
の
主
旨
で
、
平
成
二
十
五
年

度
か
ら
夏
の
ふ
る
さ
と
祭
り
が
終

わ
っ
た
秋
に
、
第
一
回
あ
す
か
野

文
化
祭
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
反

響
を
見
て
、
継
続
さ
せ
る
か
否
か

と
い
っ
た
不
安
定
な
中
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
開
催
す
る

と
、
住
民
の
皆
様
方
か
ら
、「
あ

す
か
野
の
文
化
の
高
さ
に
驚
き

嬉
し
い
」「
あ
す
か
野
住
民
と
し

て
の
誇
り
と
喜
び
を
感
じ
た
、
長

く
住
み
続
け
た
い
」
な
ど
、
あ
り

が
た
く
嬉
し
い
お
声
を
頂
戴
し
た

こ
と
が
多
々
あ
り
、
第
二
回
、
第

三
回
と
回
を
重
ね
て
の
開
催
と
な

り
、
今
年
度
も
、
十
一
月
二
十
三

日
（
水
）
勤
労
感
謝
の
日
に
、
第

四
回
あ
す
か
野
文
化
祭
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

あ
す
か
野
文
化
祭
は
、
第
一

回
よ
り
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば
た
き
の
大

ホ
ー
ル
、
ホ
ワ
イ
エ
に
お
い
て
開

催
し
、
昨
年
度
ス
テ
ー
ジ
の
部

で
は
、
十
二
サ
ー
ク
ル
が
、
箏
、

コ
ー
ラ
ス
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、
民

謡
、
大
正
琴
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
さ

ら
に
は
体
操
な
ど
を
ス
テ
ー
ジ
で

　
自
治
連
合
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会
で
は
、
多
様
な
自
治
会
活
動
を

広
く
発
信
し
て
い
く
た
め
に
、
自

治
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
記
事
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
自
治
会
活
動
に
お
け

る
よ
か
っ
た
こ
と
、
大
変
な
こ
と
、

心
が
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
会
員

の
皆
さ
ん
に
是
非
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
活
動
内
容
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
加
入
し
て
い
る
自
治
会

の
会
長
か
、
編
集
委
員
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
本
文
は
六
百
字
程

度
、
活
動
内
容
が
わ
か
る
よ
う
な

写
真
が
あ
れ
ば
添
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

披
露
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
練
習
成
果

を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ

の
最
後
は
、
全
国
大
会
で
優
秀
賞

を
受
賞
の
あ
す
か
野
小
学
校
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
の
演
奏
が
締
め
括
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
の
部

で
は
、
九
サ
ー
ク
ル
・
個
人
に
よ

る
絵
画
、
版
画
、
書
道
、
油
絵
、

絵
手
紙
と
力
作
が
展
示
さ
れ
観
る

人
の
目
を
引
き
付
け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
催
し
の
部
で
は
、「
お

も
ち
ゃ
病
院
」
が
開
院
さ
れ
、
子

供
た
ち
の
大
切
な
お
も
ち
ゃ
を
修

理
頂
き
、「
多
肉
植
物
講
習
会
」

で
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
観

賞
用
植
物
の
寄
せ
植
え
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

あ
す
か
野
住
民
だ
け
で
な
く
、

近
隣
の
皆
様
方
の
参
加
も
あ
り
、

出
演
者
、
出
品
者
、
観
客
含
め

約
七
百
五
十
名
を
超
え
る
盛
大
な

祭
典
と
な
り
、
秋
の
文
化
祭
と
し

て
定
着
、
夏
の
ふ
る
さ
と
祭
り
と

並
ぶ
あ
す
か
野
に
大
イ
ベ
ン
ト
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
益
々
発
展
さ
せ
て
あ
す
か

野
住
民
、
さ
ら
に
は
近
隣
の
皆
様

方
に
と
っ
て
も
ふ
る
さ
と
の
楽
し

み
な
祭
典
に
な
る
こ
と
を
望
み
自

治
会
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

四
　
月

　
　
七
日
　
第
一
回
正
副
会
長
会
議

五
　
月

　
一
二
日
　
第
一
回
常
任
理
事
会

　
　
　
　
　
第
一
回
理
事
会

　
一
七
日
　
第
一
回
テ
ー
マ
別
部
会

　
　
　
　
　（
防
災
）

　
二
九
日
　
全
体
集
会

六
　
月

　
　
三
日
　
奈
良
県
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
総
会
・
理
事
会

　
　
九
日
　
第
二
回
正
副
会
長
会
議

　
二
四
〜
　
南
地
区
自
治
連
合
会

　
二
五
日
　
県
外
視
察
研
修

　
二
七
日
　
第
一
回
編
集
委
員
会

七
　
月

　
　
三
〜
　
中
地
区
自
治
連
合
会

　
　
四
日
　
県
外
視
察
研
修

　
一
三
日
　
第
二
回
常
任
理
事
会

　
一
四
日
　
第
二
回
編
集
委
員
会

　
二
一
日
　
第
二
回
テ
ー
マ
別
部
会

　
　
　
　
　（
防
災
）

　
二
九
日
　
第
三
回
編
集
委
員
会

八
　
月

　
　
十
日
　
第
三
回
正
副
会
長
会
議

　
二
四
日
　
奈
良
県
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
第
二
回
理
事
会

日
　
　
誌

　
あ
す
か
野
自
治
会
長
　

黒
田
　
正

あ
す
か
野
文
化
祭

編集後記編集後記編集後記編集後記 自
治
会
員
の
皆
さ
ん
の

記
事
を
募
集
し
ま
す
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生
駒
市
自
治
連
合
会
自
治
会
長
名
簿（
127
自
治
会
）
◎
＝
会
長

　○
＝
副
会
長

　□
＝
常
任
理
事

　△
＝
理
事

　＊
＝
代
行

地区 校区 氏　　　名自 治 会 名 地区 校区 氏　　　名自 治 会 名

北

西

中

中

東

南

生
駒
北

鹿
ノ
台

真
弓

生
駒
台

俵
口

桜
ヶ
丘

あ
す
か
野

桜
ヶ
丘

生
駒

生
駒
東

壱
分

生
駒
南

生
駒
南
第
二

傍 示
獅 子 ｹ 丘
庄 田
大 北
久 保
宮 方
芝
ひ か り が 丘
鹿 畑 町
鹿 ﾉ 台 東 1 丁 目
鹿 ﾉ 台 東 2 丁 目
鹿 ﾉ 台 東 3 丁 目
鹿ノ台西1丁目(鹿ノ台自治連合会)
鹿 ﾉ 台 西 1 丁 目
鹿 ﾉ 台 西 2 丁 目
鹿 ﾉ 台 西 3 丁 目
鹿 ﾉ 台 南 1 丁 目
鹿 ﾉ 台 南 2 丁 目
鹿 ﾉ 台 北 1 丁 目
鹿 ﾉ 台 北 2 丁 目
鹿 ﾉ 台 北 3 丁 目
美 鹿 の 台
上 町
真 弓 1 丁 目
真 弓 2 丁 目
真 弓 3 丁 目
真 弓 4 丁 目
真 弓 南
北 大 和 1 丁 目
北 大 和 2 丁 目
北 大 和 3 丁 目
北 大 和 4 丁 目
北 大 和 5 丁 目
上 町 台
あ す か 野
あ す か 台
白 庭 台
南 田 原 町
星 和 台
新 南 田 原
西 白 庭 台 1 丁 目
西 白 庭 台 2 丁 目
西 白 庭 台 3 丁 目
北 田 原 町
小 明 町
小 明 台
新 生 駒 台
松 美 台 東
松 美 台 西
生 駒 台
セ ン ト ポ リ ア 生 駒
俵 口 町
喜 里 が 丘
南 喜 里 が 丘
喜 里 池
ライオンズマンション俵口
東 松 ヶ 丘
西 松 ヶ 丘
光 陽 台
桜 ｹ 丘
谷 田 町
辻 町
辻 町 東
辻 町 北

中 川 　 善 親
中 本 　 正 純
有 山 　 兼 吉
久 保 　 省 三
中 谷 　 　 淨
松 尾 　 克 己
染 岡 　 政 明
藤 堂 　 宏 子
高 岸 　 　 保
市 河 　 延 浩
秦 　 　 健 一
立 石 　 文 彦
袴 田 　 　 攻
尾 家 　 秀 樹
大 上 　 　 滋
藤 田 　 敏 郎
北 野 　 修 二
岡 本 　 邦 博
井 上 　 善 夫
中 宗 　 基 裕
久 保 田 髙 司
山 本 　 　 稔
山 澤 　 利 嗣
木 村 　 雄 輔
中 村 　 識 子
外 山 　 俊 明
相 澤 　 弥 生
岡 谷 　 純 明
藤 井 　 恭 子
藤 村 　 倶 之
津 田 　 尚 子
杉 原 　 　 聡
中 山 　 　 明
加 藤 　 純 平
黒 田 　 　 正
豊 田 　 正 人
増 田 　 　 進
岡 田 　 充 巨
中 川 　 博 視
下 清 水 則 男
伊 藤 　 枝 折
大 西 　 伸 和
今 村 　 　 亮
中 尾 　 正 人
堀 口 　 千 秋
右 馬 ノ 　 靖
中 村 　 　 正
綾 部 　 政 浩
萩 原 　 　 茂
眞 島 　 英 男
井 上 　 信 一
上 田 　 勝 彦
渡 辺 　 英 孝
坂 本 　 公 則
戸 室 　 伸 一
川 瀬 　 幸 雄
平 岩 　 千 典
長 尾 　 強 志
竹 田 　 富 夫
関 　 　 康 夫
中 田 　 弘 司
稲 葉 　 健 三
松 井 　 博 司
木 村 　 卓 也

△
◎
△

□
＊

□

△

　

□

△

△

□

△

○
 

△

辻町アーバンライフ
辻 町 第 一 東
辻 町 阪 奈
山 崎 町
生駒グリーンマンション
北 新 町
桜 台
ローレルコート生駒
東 新 町
元 町 １ 丁 目
元 町 ２ 丁 目
メゾンドールクラヴィエ生駒
本 町
山 崎 新 町
仲 之 町
門 前 町
東 旭 ヶ 丘
西 旭 ヶ 丘
新 旭 ヶ 丘
軽 井 沢 町
菜 畑 町
東 生 駒
月 見 ヶ 丘
東 生 駒 南
東 生 駒 月 見 町
月見町第1ｶﾞ ｰ ﾃ ﾞ ﾝ ﾊ ｲ ﾂ
月見町第2ｶﾞ ｰ ﾃ ﾞ ﾝ ﾊ ｲ ﾂ
東 菜 畑 1 丁 目
東 菜 畑 北
東 菜 畑 2 丁 目
中 菜 畑 1 丁 目
中 菜 畑 2 丁 目
東生駒グリーンマンション
西 菜 畑 町
緑 ヶ 丘
ハートフルビレッジ菜畑
壱 分 町 東
壱 分 町 西
壱 分 南
さ つ き 台
さ つ き 台 南
ｲ ﾄ ｰ ﾋ ﾟ ｱ生駒ﾌ ｧ ｲ ﾝ ｺ ｰ ﾄ
翠 光 台
南 山 手 台
有 里 町
フラワリータウン生駒
小 瀬 町
み な み 野 台
小 瀬 の 里
萩 原 町
青 山 台
藤 尾 町
西 畑 町
鬼 取 町
小 倉 寺 町
大 門 町
南 小 平 尾
北 小 平 尾
秋 津
萩 の 台
萩 の 台 住 宅 地
東 山
ローレルコートエスタ萩の台  
ローレルコート萩の台

森 岡 　 文 夫
淡 輪 　 勝 人
亀 田 　 祐 次
久 保 　 健 博
高 田 　 尚 美
南 石 　 　 勲
山 﨑 　 裕 康
乾 　 　 光 男
森 下 　 眞 吉
中 川 　 元 二
田 中 佐 登 志
坂 口 　 佳 隆
伊 東 　 利 夫
公 門 　 茂 樹
徳 田 　 宗 一
山 本 　 　 茂
八 幡 領 光 隆
西 森 　 義 光
山 下 　 彰 一
林 　 　 利 秋
中 道 　 　 忠
堀 　 隆
宇 野 　 定 宏
西 口 　 守 男
西 野 　 秀 男
平 井 　 和 男
出 原 威 佐 夫
渡 士 　 正 治
杉 江 　 裕 司
井 上 　 良 作
濱 川 　 安 子
藤 澤 　 清 二
北 原 　 稔 康
城 山 　 英 章
上 埜 　 作 治
森 　 章 太 郎
藤 尾 　 清 司
井 ノ 上 善 太 郎
山 田 ゆ か り
西 川 　 尚 男
高 﨑 　 正 志
三 條 場 孝 志
喜 多 　 和 義
河 﨑 　 　 卓
池 田 　 健 二
稲 毛 　 秀 臣
寺 川 　 好 久
針 本 　 尚 往
秋 元 　 智 子
岡 村  　 昇
安 部 　 哲 史
橋 本 　 栄 司
川 田 　 幸 一
西 本 　 良 行
長 田 　 光 彦
正 田 　 清 司
安 田 　 富 一
細 川 　 一 夫
三 浦 　 英 人
中 背 　 孝 一
山 下 　 博 史
北 畠 　 浩 美
樫 原 　 直 美
間 島 　 邦 雄
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